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長
崎
県
の
中
央
部
に
位
置
す
る
大
村
市
は
、

東
に
多
良
山
系
、西
に
大
村
湾
を
臨
む
豊
か
な

自
然
に
囲
ま
れ
た
ま
ち
で
す
。

　
大
村
の
歴
史
は
古
く
、日
本
初
の
キ
リ
シ
タ

ン
大
名「
大
村
純
忠
」が
、初
の
公
式
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
訪
問
団「
天
正
遣
欧
少
年
使
節
」を
ロ
ー
マ
に

派
遣
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、大
村
藩
は
幕
末
勤
王
派
に
属
し
、

近
代
日
本
の
礎
を
築
い
た
渡
邊
昇
や
楠
本
正

隆
を
は
じ
め
、幾
多
の
偉
人
を
輩
出
し
ま
し
た
。

　
長
崎
県
の
空
の
玄
関
口
で
あ
る
長
崎
空
港

や
、市
内
を
南
北
に
貫
く
長
崎
自
動
車
道
と

い
っ
た
交
通
の
利
便
性
か
ら
、大
変
住
み
や
す

い
ま
ち
と
な
り
、人
口
が
着
実
に
増
加
し
て
い

る
都
市
と
し
て
、発
展
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
昨
年
10
月
に
は
、県
立
長
崎
図
書
館
と
大

村
市
立
図
書
館
に
よ
る
一
体
型
図
書
館「
ミ

ラ
イon
図
書
館
」と「
大
村
市
立
歴
史
資
料

館
」と
の
複
合
施
設「
ミ
ラ
イon
」が
開
館
し

ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、令
和
4
年
度
に
は
、九
州
新
幹
線

西
九
州
ル
ー
ト
が
開
通
し
、新
た
な
新
幹
線

駅
も
開
業
し
ま
す
。半
径
２・
5
㎞
圏
内
に
、

空
港
、新
幹
線
、高
速
道
路
が
あ
る
高
速
交
通

の
要
衝
と
し
て
、さ
ら
な
る
発
展
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、毎
年
、春
に
は「
日
本
さ
く
ら
名
所
百

選
」の
地
に
選
ば
れ
て
い
る
大
村
公
園
で
、国
指

定
天
然
記
念
物
で
あ
る
オ
オ
ム
ラ
ザ
ク
ラ
を
は

じ
め
、約
２,
0
0
0
本
の
桜
が
咲
き
誇
り
多

く
の
観
光
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

　
初
夏
に
か
け
て
は
、約
30
万
本
の
花
菖
蒲

も
見
頃
と
な
る
花

の
ま
ち・
大
村
に
、

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

昨年開館したミライon 天正遣欧少年使節顕彰之像

2,000本の桜が咲き誇る大村公園 花菖蒲

大村市
公式ホームページは
こちらからどうぞ！
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大
村
市
で
は
、新
幹
線
開
業
に
向
け
、

平
成
28
年
度
か
ら
土
地
区
画
整
理
事
業

に
着
手
し
、新
幹
線
新
駅
周
辺
を
新
た

な
都
市
拠
点
と
し
て
整
備
を
進
め
て
い

ま
す
。特
に
新
幹
線
新
駅
前
の
公
有
地

約
3
・
2
ha
に
は
、民
間
活
力
の
導
入
に

よ
り
賑
わ
い
の
場
を
創
出
す
る
こ
と
と

し
て
お
り
、現
在
、開
発
事
業
者
の
公
募

に
向
け
、導
入
す
る
機
能
な
ど
の
検
討
を

行
って
い
ま
す
。

　
ま
た
、新
幹
線
開
業
と
同
時
に
市
の

北
部
に
J
R
大
村
線
の
請
願
駅
を
新
設

す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、新
幹
線
開
業
を

契
機
に
、大
村
市
の
交
通
利
便
性
は
大

幅
に
向
上
し
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
ハ
ー
ド
整
備
に
加
え
、

ソ
フ
ト
事
業
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
の

が「
大
村
市
新
幹
線
開
業
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
」で
す
。

　
こ
の
プ
ラ
ン
で
は
、大
村
市
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
で
の
目
標
で
あ
る「
２
０
２
５
年

に
人
口
10
万
人
」を
実
現
す
る
た
め
に
、

新
幹
線
の
開
業
と
い
う
大
き
な
チ
ャ
ン
ス

を
最
大
限
に
活
用
し
、「
交
流
人
口
の
拡

大
」を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
新
幹
線
開

業
効
果
を
よ
り
大
き
な
も
の
と
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　「
定
住
人
口
」を
増
や
す
た
め
に
は
大

村
が「
行
き
た
い
」、「
働
き
た
い
」、「
住
み

続
け
た
い
」と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

な
魅
力
あ
る
ま
ち
と
な
る
こ
と
が
重

要
で
す
。

　
ま
た
、観
光
客
な
ど
の「
交
流
人
口
」や

定
期
的
に
大
村
を
訪
れ
る「
関
係
人
口
」

を
増
や
す
こ
と
で
経
済
活
性
化
へ
と
つ
な

げ
る
取
り
組
み
も
必
要
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
は“

素
通
り”

だ
っ
た
ま
ち

で
、交
流
や
体
験
の“

ス
ト
ー
リ
ー”

を
創

り
出
し
、滞
在
す
る
ま
ち
と
し
、最
終
的

に
住
む
場
所
と
し
て
選
ん
で
も
ら
え
る
よ

う
に「
素
通
り
か
ら
ス
ト
ー
リ
ー
の
あ
る

ま
ち・大
村
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
観
光
か
ら

定
住
へ
繋
げ
る
流
れ
を
創
り
出
す
取
り
組

み
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
実
施
す
る
取
組
事
業
は
、「
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
」、「
観
光
商
品
づ
く
り
」、「
移
住・

定
住
促
進
」の
3
つ
の
テ
ー
マ
に
基
づ
き
、

市
内
の
若
手
を
中
心
と
し
た
策
定
委
員

会
が
36
の
取
組
事
業
を
考
え
だ
し
ま
し
た
。

　
現
在
、関
係
す
る
経
済
・
観
光
団
体

な
ど
が
幅
広
く
連
携
し
、力
を
合
わ
せ
、

市
民
一
丸
と
なって
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
令
和
4
年
度
の
開
業
に
向
け
、多
く

の
方
に
大
村
市
に
足
を
運
ん
で
も
ら
え

る
よ
う
に「
魅
力
あ
る
大
村
」を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。

　
長
崎
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、

多
良
山
系
を
東
に
仰
ぎ
、西
に
波
静
か

な
大
村
湾
を
望
む
大
村
市
は
、山
と
海

に
囲
ま
れ
た
豊
か
な
自
然
環
境
が
あ
り

な
が
ら
、長
崎
空
港
、高
速
道
路
Ｉ
Ｃ
、

新
幹
線
新
駅（
令
和
4
年
度
開
業
）な

ど
、交
通
の
要
衝
と
し
て
の
都
市
機
能

が
揃
っ
て
お
り
、こ
れ
ま
で
県
央
の
中
核

的
な
都
市
と
し
て
着
実
に
発
展
し
て
い

ま
す
。

　
同
工
業
団
地
は
、長
崎
自
動
車
道
大

村
Ｉ
Ｃ
か
ら
約
5
㎞
、長
崎
空
港
か
ら
約

10
㎞
、九
州
新
幹
線
西
九
州
ル
ー
ト（
長

崎
ル
ー
ト
）新
大
村
駅（
仮
称
）か
ら
約

6
㎞
に
位
置
し
、絶
好
の
交
通
ア
ク
セ
ス

が
魅
力
で
す
。

　
分
譲
地
は
４
区
画
約
12
・4
ｈａ
で
、上

水
道
、公
共
下
水
道
の
ほ
か
、工
業
用
水

道（
団
地
内
供
給
量
5
0
0
㎥
／
日
）も

完
備
し
、企
業
活
動
を
行
う
に
は
良
好

な
立
地
環
境
を
整
え
て
い
ま
す
。

　
地
震
が
少
な
い
地
域
特
性
と
、津
波

や
塩
害
に
対
し
て
も
高
い
安
全
性
が
あ

る
内
陸
型
の
工
業
団
地
で
あ
る
た
め
、

地
震
リ
ス
ク
の
あ
る
日
本
に
お
い
て
、

企
業
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ（
事
業
継
続
計
画
）対
策

に
は
最
適
地
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　
市
内
に
は
工
業
高
校
、周
辺
に
は
高

専
、工
業
系
の
大
学
も
あ
り
優
秀
な
工

学
系
の
人
材
が
豊
か
で
確
保
し
や
す
く

な
って
い
ま
す
。

　
隣
接
す
る
大
村
ハ
イ
テ
ク
パ
ー
ク
や
オ

フ
ィ
ス
パ
ー
ク
大
村
に
は
、シ
リ
コ
ン

ウ
ェ
ー
ハ
の
製
造
を
は
じ
め
と
し
て
、

液
晶
用
フ
ィ
ル
ム
製
造
、電
子
機
器
製
造

な
ど
の
高
度
技
術
型
企
業
の
ほ
か
、自
動

車
部
品
関
連
企
業
等
が
立
地
し
て
い
ま

す
。加
え
て
、長
崎
県
工
業
技
術
セ
ン

タ
ー
、長
崎
県
建
設
技
術
研
究
セ
ン

タ
ー
、長
崎
県
環
境
保
健
研
究
セ
ン

タ
ー
な
ど
の
県
の
施
設
が
立
地
し
、ハ
ー

ド・ソ
フ
ト
両
面
か
ら
技
術
の
高
度
化
を

支
援
し
て
い
ま
す
。

　
新
た
な
雇
用
の
場
を
創
出
す
る
こ
と

で
、若
者
の
流
出
を
防
ぐ
と
と
も
に
、

地
域
産
業
の
活
性
化
に
繋
げ
、「
行
き
た

い
！
働
き
た
い
！
住
み
続
け
た
い
！

し
あ
わ
せ
実
感
都
市
大
村
」を
目
指
し

て
い
ま
す
。

新幹線新駅（（仮称）新大村駅）

新幹線駅周辺

～大村市新幹線開業アクションプラン～

九州新幹線西九州ルートの
開業に向けたまちづくり
　九州新幹線西九州ルートは、武雄温泉駅～長崎駅間の約66kmがフル規格新幹線として整備されており、
令和４年度に開業することとなっています。
　大村市にも新幹線の駅が新設されることから、新幹線開業という大きなチャンスを活かし開業効果を最大
限に広く波及させることを目的に「大村市新幹線開業アクションプラン」を昨年３月に策定しました。
　現在、開業に向け、市全体での盛り上げやおもてなしなどの様 な々取り組みを市民一丸となって進めています。

東側から撮影した第２大村ハイテクパーク

第２大村ハイテクパークの区画平面図

～安全で安心な内陸型の工業団地～

第2大村ハイテクパーク分譲中
　平成31年4月、新しい工業団地「第２大村ハイテクパーク」の分譲を開始しました。
　現在、分譲地４区画のうち、１区画２社の立地が決定し、既に工場の建設を始められた企業もあります。

団地概要

所在地／
大村市雄ヶ原町1723番地1～4,14

団地内道路幅員／
9メートル（うち歩道2メートル）

１㎡当たりの単価／10,000円

インフラ整備／
●給水　　　上水道
●工業用水　500㎥（１日当たり）
●排水　　　下水道（生活雑排水）
●電力　　　普通高圧6.6キロボルト
　　　　　　（九州電力）
●ガス　　 プロパンガス
●通信　　　高速光通信（NTT西日本）
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へ
と
つ
な

げ
る
取
り
組
み
も
必
要
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
は“

素
通
り”

だ
っ
た
ま
ち

で
、交
流
や
体
験
の“

ス
ト
ー
リ
ー”

を
創

り
出
し
、滞
在
す
る
ま
ち
と
し
、最
終
的

に
住
む
場
所
と
し
て
選
ん
で
も
ら
え
る
よ

う
に「
素
通
り
か
ら
ス
ト
ー
リ
ー
の
あ
る

ま
ち・大
村
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
観
光
か
ら

定
住
へ
繋
げ
る
流
れ
を
創
り
出
す
取
り
組

み
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
実
施
す
る
取
組
事
業
は
、「
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
」、「
観
光
商
品
づ
く
り
」、「
移
住・

定
住
促
進
」の
3
つ
の
テ
ー
マ
に
基
づ
き
、

市
内
の
若
手
を
中
心
と
し
た
策
定
委
員

会
が
36
の
取
組
事
業
を
考
え
だ
し
ま
し
た
。

　
現
在
、関
係
す
る
経
済
・
観
光
団
体

な
ど
が
幅
広
く
連
携
し
、力
を
合
わ
せ
、

市
民
一
丸
と
なって
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
令
和
4
年
度
の
開
業
に
向
け
、多
く

の
方
に
大
村
市
に
足
を
運
ん
で
も
ら
え

る
よ
う
に「
魅
力
あ
る
大
村
」を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。

　
長
崎
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、

多
良
山
系
を
東
に
仰
ぎ
、西
に
波
静
か

な
大
村
湾
を
望
む
大
村
市
は
、山
と
海

に
囲
ま
れ
た
豊
か
な
自
然
環
境
が
あ
り

な
が
ら
、長
崎
空
港
、高
速
道
路
Ｉ
Ｃ
、

新
幹
線
新
駅（
令
和
4
年
度
開
業
）な

ど
、交
通
の
要
衝
と
し
て
の
都
市
機
能

が
揃
っ
て
お
り
、こ
れ
ま
で
県
央
の
中
核

的
な
都
市
と
し
て
着
実
に
発
展
し
て
い

ま
す
。

　
同
工
業
団
地
は
、長
崎
自
動
車
道
大

村
Ｉ
Ｃ
か
ら
約
5
㎞
、長
崎
空
港
か
ら
約

10
㎞
、九
州
新
幹
線
西
九
州
ル
ー
ト（
長

崎
ル
ー
ト
）新
大
村
駅（
仮
称
）か
ら
約

6
㎞
に
位
置
し
、絶
好
の
交
通
ア
ク
セ
ス

が
魅
力
で
す
。

　
分
譲
地
は
４
区
画
約
12
・4
ｈａ
で
、上

水
道
、公
共
下
水
道
の
ほ
か
、工
業
用
水

道（
団
地
内
供
給
量
5
0
0
㎥
／
日
）も

完
備
し
、企
業
活
動
を
行
う
に
は
良
好

な
立
地
環
境
を
整
え
て
い
ま
す
。

　
地
震
が
少
な
い
地
域
特
性
と
、津
波

や
塩
害
に
対
し
て
も
高
い
安
全
性
が
あ

る
内
陸
型
の
工
業
団
地
で
あ
る
た
め
、

地
震
リ
ス
ク
の
あ
る
日
本
に
お
い
て
、

企
業
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ（
事
業
継
続
計
画
）対
策

に
は
最
適
地
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　
市
内
に
は
工
業
高
校
、周
辺
に
は
高

専
、工
業
系
の
大
学
も
あ
り
優
秀
な
工

学
系
の
人
材
が
豊
か
で
確
保
し
や
す
く

な
って
い
ま
す
。

　
隣
接
す
る
大
村
ハ
イ
テ
ク
パ
ー
ク
や
オ

フ
ィ
ス
パ
ー
ク
大
村
に
は
、シ
リ
コ
ン

ウ
ェ
ー
ハ
の
製
造
を
は
じ
め
と
し
て
、

液
晶
用
フ
ィ
ル
ム
製
造
、電
子
機
器
製
造

な
ど
の
高
度
技
術
型
企
業
の
ほ
か
、自
動

車
部
品
関
連
企
業
等
が
立
地
し
て
い
ま

す
。加
え
て
、長
崎
県
工
業
技
術
セ
ン

タ
ー
、長
崎
県
建
設
技
術
研
究
セ
ン

タ
ー
、長
崎
県
環
境
保
健
研
究
セ
ン

タ
ー
な
ど
の
県
の
施
設
が
立
地
し
、ハ
ー

ド・ソ
フ
ト
両
面
か
ら
技
術
の
高
度
化
を

支
援
し
て
い
ま
す
。

　
新
た
な
雇
用
の
場
を
創
出
す
る
こ
と

で
、若
者
の
流
出
を
防
ぐ
と
と
も
に
、

地
域
産
業
の
活
性
化
に
繋
げ
、「
行
き
た

い
！
働
き
た
い
！
住
み
続
け
た
い
！

し
あ
わ
せ
実
感
都
市
大
村
」を
目
指
し

て
い
ま
す
。

新幹線新駅（（仮称）新大村駅）

新幹線駅周辺

～大村市新幹線開業アクションプラン～

九州新幹線西九州ルートの
開業に向けたまちづくり
　九州新幹線西九州ルートは、武雄温泉駅～長崎駅間の約66kmがフル規格新幹線として整備されており、
令和４年度に開業することとなっています。
　大村市にも新幹線の駅が新設されることから、新幹線開業という大きなチャンスを活かし開業効果を最大
限に広く波及させることを目的に「大村市新幹線開業アクションプラン」を昨年３月に策定しました。
　現在、開業に向け、市全体での盛り上げやおもてなしなどの様 な々取り組みを市民一丸となって進めています。

東側から撮影した第２大村ハイテクパーク

第２大村ハイテクパークの区画平面図

～安全で安心な内陸型の工業団地～

第2大村ハイテクパーク分譲中
　平成31年4月、新しい工業団地「第２大村ハイテクパーク」の分譲を開始しました。
　現在、分譲地４区画のうち、１区画２社の立地が決定し、既に工場の建設を始められた企業もあります。

団地概要

所在地／
大村市雄ヶ原町1723番地1～4,14

団地内道路幅員／
9メートル（うち歩道2メートル）

１㎡当たりの単価／10,000円

インフラ整備／
●給水　　　上水道
●工業用水　500㎥（１日当たり）
●排水　　　下水道（生活雑排水）
●電力　　　普通高圧6.6キロボルト
　　　　　　（九州電力）
●ガス　　 プロパンガス
●通信　　　高速光通信（NTT西日本）
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